
バイローカル運動の内容と「良い商い」とは 

主要結論 
「良い商い」とは、地域の文化や暮らしを豊かにし、住民との信頼関係を築きながら、持続的に発

展していく“地域に根ざした個性ある事業”である。 

 

1. バイローカル運動の概要と「良い商い」の定義 

バイローカル（Buy Local）運動は「地域の良い商いを生活者が守り、育てること」を主旨とし、以下

の要素を重視する。 

要素 説明 

地域への根ざし 歴史や風土、住民の暮らしに寄り添い、地域のアイデンティティを体現する。 

個性・独自性 商品・サービスにその店ならではのこだわりやストーリーを持つ。 

信頼関係 顧客を「取引先」ではなく「生活者」として尊重し、双方向のコミュニケーションを育む。 

持続可能性 環境・社会への配慮を含め、中長期的に運営・発展できる仕組みを備える。 

地域貢献 地域イベントへの参加や他店との協業、伝統継承などを通じてコミュニティを活性化する。 

これらの特徴を備えた商いは、規模の大小を問わず「良い商い」とみなされ、地域経済の循環とコ

ミュニティの豊かさを育む。 

 



2. 「うさぎとぼく」に見るバイローカル的価値 

A. 歴史的空間の再生 

• 築約 92 年の昭和町長屋をリノベーション。地域の歴史的遺産を保存しつつ、新たな文化

的拠点として再活用。 

B. 自家焙煎と独自ブランド 

• 店内焙煎で豆の選定から焙煎プロセスまで一貫管理。季節や産地に応じたオリジナルブ

レンドを提供し、「ここでしか味わえない体験」を実現。 

C. コミュニティのハブ機能 

• 地域住民や周辺店舗とのネットワーク形成。朝市やワークショップ、地元作家の展示会な

どを定期開催し、人が集い、交流が生まれる場を創出。 

D. 安心・多様性への配慮 

• フェアトレード豆の取り扱いと、障がい者施設製品の販売を通じて、社会的包摂と持続可

能な調達を両立。 

E. 地域とともに育つ姿勢 

• 新メニューやイベント企画のアイデアを常連の声から汲み取り、柔軟に採用。経営者と生

活者が対等に関わることで、店舗も地域も共に成長。 
これらはすべて「地域に根ざし、生活者とともに育む良い商い」の具体例であり、バイローカル運動

の理想を体現している。 

 

3. まとめ 



「良い商い」は単なる“地元消費”を促す掛け声ではなく、地域文化の継承・創造、住民との信頼醸

成、社会的責任を伴う営みである。阿倍野昭和町の「うさぎとぼく」は、歴史ある建物の再生、自家

焙煎珈琲の独自性、コミュニティ形成への貢献といった多面的な価値提供を通じて、バイローカル

の本質をわかりやすく示す優れたモデル店舗である。 
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